
入試作問のプロが分析する！
共通テストリーディングの攻略

TACTICS10改訂版の刊行に寄せて



1. 旧課程の共通テストと新課程の共通テストの違い

Q1：旧課程時代の共通テストと新課程での共通テス

トはどう変わりましたか。

A1：大問数や総語数などの数値的な変化だけでなく

，試験のコンセプト自体が変わっています。



Q1

「問題評価・分析委員会報告書」

https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/hyouka/

令和６年度　自己評価

「リーディング」については，様々なテクストから概要や要点を把握する力や必要とする

情報を読み取る力等を問うことをねらいとする。



Q1

令和7年度　自己評価　

高大接続改革の中で，高等学校学習指導要領の趣旨を踏まえ，各大学の個別選抜や

総合型選抜等を含む大学入学者選抜全体において，「聞くこと」「読むこと」「話すこと」

「書くこと」の総合的な英語力を評価することが求められている。共通テスト「外国語（英

語）」は，「リーディング」形式と「リスニング」形式の問題を通して，文字や音声による試

験の特徴を生かしながら，以下のように可能な限り総合的な英語力を評価する。 



Q1

・コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，情報や考えなどの概要や要
点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解する力を引き続き重視する。 

・併せて，高等学校において，英語を「聞くこと」・「読むこと」・「話すこと［やり取り］，［発
表］」・「書くこと」を統合した言語活動の充実が図られることを踏まえ，情報や自分の考
えを適切に表現したり伝え合ったりするために，理解した情報や考えを整理したり，何を
どのように取り上げるかなどを判断したりする力を重視する。 

・また，コミュニケーションを支える基盤となる音声や語彙，表現，文法等に関する知識
や技能についても，上記の力を問うことを通して引き続き評価する。



Q1
● 昨年までの試験は，文字通り「読む力」を測ることを目的としていた

● 今年の報告書ではリーディング試験の目的が明確に示されていない

● 今年の英語R（リーディング）は，読む力以外の技能，特に書く力を測る観点から新

たな問題が加えられた



2. 2024年と2025年のリーディング問題の比較

Q2：昨年度と今年度の出題内容の具体的な違いを

教えてください。

A2：大問が2問増えて8題になりました。第4問と第8
問が新傾向の問題です。



第4問



第8問



第8問



Q2
● 読む力と書く力の両方を問う融合問題

● 共通テストを少しでも4技能試験に近づけたいという意図が，今年の出題内容の変

化に反映されている



Q2
令和7年度「問題評価・分析委員会報告書」　教育研究団体の意見・評価

4. 今後の共通テストへの要望

これまでも大胆な提案として，将来は英語リーディング試験をリーディングとライティングの２つの技能を測
定する試験に，英語リスニング試験をリスニングとスピーキングを測定する試験に変更していくことを検討
していただくことをお願いしてきた。後者のスピーキングテストについては，多くの学校現場でタブレットを
利用した試験が毎年実施されており，ＡＩ技術を利用すれば短期間で採点することも可能であろう。ＡＩを活
用した音声採点システムの開発は進んでおり，複数のシステムを組み合わせることで偏りを排した採点が
可能となるのではないだろうか。他の３つの領域の測定については，従来の方法に従い問題の構成を変
えるだけで可能になる。外部試験の利用は評価基準が複数になり，異なる試験を同一の入学試験に利用
することは公平性を担保する上で大きな問題となるが，共通テストで評価を一本化すれば全ての問題が
解決されることは間違いないと判断する。



2. 2024年と2025年のリーディング問題の比較

Q3：昨年と今年の問題を比べて，難度は変化しまし

たか。

A3：歴然と変わりました。今年の方が，はるかに解き

やすい問題です。



2024年の
51.54％は，下
から2番目に低
い数値



Q3
昨年の試験の平均点が低かった理由

● 分量が多すぎた

● 解くのに時間がかかる問いが多かった

● 出題の意図と実際に問題を解く過程との間にずれがあった



3. 2026年試験に向けての対策学習のポイント

Q4：来年度の共通テスト英語Rの対策学習のポイン

トを教えてください。

A4：自分の学力と志望に応じて戦略を考えるのがよ

いと思います。



第6問



Q4
(1)国公立大を志望し，90点以上の得点を取りたい場合

● 共通テストの出題形式に慣れる

● 語彙力が鍵になる

(2)国公立大を志望し，英語があまり得意ではない場合

● 読解学習の習慣づけが大切なので，5～10分程度で読める平易で短い読み物を

使うのもよい

(3)私立大の共通テスト利用方式に出願する場合

● 私大を第一志望とするなら共通テスト対策にあまり時間をかけない方がよい



3. 2026年試験に向けての対策学習のポイント

Q5：共通テストの本番で注意する点はありますか。

A5：解きやすい問いと解きにくい問いの見極めが大

切だと思います。



Q5
令和７年度 試験情報データ（本試験）

https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/hyouka/r7_hyouka/r7_data.html



第6問



Q5
(1) 正答率が低い設問形式を確認する。

● 複数のマーク番号にすべて正しい選択肢を入れた場合にのみ得点を与える

● 最後の問い（今年で言えば第8問の問5）



3. 2026年試験に向けての対策学習のポイント

2025年度

大問別配点と得点率

大問 配点 得点率

1 6 56.0%

2 12 67.5%

3 9 68.8%

4 12 75.6%

5 16 62.8%

6 12 41.6%

7 16 51.4%

8 17 47.1%



Q5
(2) 易しい問いで失点しない。

● 第1～5問と第6～8問との間に大きな難度の差がある



第4問



Q5
(3) 選択肢の作り方の傾向を知る。

● 本文中の語句をそのまま使った選択肢は誤りだ



Q5
All the speakers agreed on three points. First, flying vehicles should be 
electrically powered in general. Air pollution can be reduced by increasing the 
use of zero-emission technologies. Second, emergency services would be 
improved. Flying ambulances would be faster in large cities with heavy traffic. 
Also, they would be better for servicing small towns far from hospitals. 
Finally, from a safety point of view, they said that flying technology would 
need to be well tested and controlled to avoid accidents in the air.
講演者全員の意見は3つの点で一致した。第1に，空飛ぶ乗り物は一般に電動にするべきだということである。ゼロ・
エミッション技術の利用を高めることによって，大気汚染を減らすことができる。第2に，緊急サービスが改善されるだ
ろう。交通量が多い大都市では空飛ぶ救急車の方が速いだろう。また，病院から遠く離れた小さな町で運用するのに
より適しているだろう。最後に，安全性という観点からすると，空飛ぶ科学技術は空中での事故を回避するために，十
分に試験をして規制をする必要があると彼らは述べた。



Q5
問2  Flying vehicles will most likely [  5  ].（空飛ぶ乗り物は…可能性が最も高い）

× ① be used in small towns rather than large cities（大都市より小さな町で使わ

れる）

× ② increase the number of traffic jams near hospitals（病院の近くで交通事故を

増やす）

× ③ prevent solutions to environmental problems（環境問題の解決を妨げる）

○ ④ require proper assessment and regulation（適切な検査と規制を必要とす

る）



4. TACTICS10改訂版について

Q6：TACTICS10の改訂版は，旧版からどのように変

わりましたか。

A6：大きく変わりました。最も大きな変化は，問題の

難度を下げたことです。



Q6
● 旧版にあった「難問」はすべて差し替え



5. 共通テストの問題をどう思うか

Q7：共通テストRは，英語を読む力を測るための優

れた試験だと思いますか。

A7：思いません。「英語を読むこと」以外の負荷が大

きすぎるからです。



Q7
● 「深い思考力」とか「積極的にコミュニケーションを取ろうとする態度」のようなものは

，ベースとなる語学力があって初めて成り立つもの

● リーディングの力を正確に測りたいなら，受験者が「英文を読むこと」だけに集中で

きるようなシンプルな問題を作るべき



6. 共通テスト（英語）の今後の展望

Q8：共通テストの英語の試験は，今後どのように変

わっていくと思いますか。

A8：次の学習指導要領の改訂（実施は2032年度か

ら）までは，大きくは変わらないと思います。



Q8
● 2025年以降の共通テストは当分の間「不完全な3技能テスト」になる

● 次期学習指導要領


